




 

両親の子どもへの関わり合いを長年観察してみて言えることは普通の家庭では,15 歳位ま

で子どもにとって影響力の強いのは母親であり,父親は 15 歳以後になって母親と交替する

ということである。世界の先進国の間勿論日本を含めて,母の家庭外の就労は 65%以上と言

われている。中学校生の校内暴力,高校生の家庭内暴力などの問題が社会の問題となってい

るとき,母と子の相互関係について科学的に研究されることになったことは日本ばかりで

なく国際的にみても極めて有意義のことである。 

 研究班の構成は,心理学,教育学,社会学,産科学,工学,小児科と極めて学際的な研究者を

以てされ,研究発表の場は非常に活発な論議が交わされ班会議は熱のこもったものであっ

た。その中からほんの一つ二つについて述べてみる。 


